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.10 '99.4 '99.10 '00.4注:2000年 6月において,グラフは2万543件を示しているが,出店時期の不明な
2548件を加え,廃業またはアクセス不能な812件を
差し引くと,2万7279件となる｡出所 :NRIサイバービジネス ･ケースバンク (http//www.cccl.Or.JP/cbcb/)































3) ｢特集 :日経 インターネットアワー ド記念シンポジウ
ム｣ において三石玲子が指摘 している｡『口本経済新
聞』1999年11月10口付｡










































的成長の開発 と戦略展開 第7版』 プレジデン ト札
1996年,453ページ)｡
8) 口径マルチメディア編 『口軽マルチメディア別冊 EC
完全ガイド』 E]経 BP札 1998年,i58160ページ0
9) 嶋U允輝 [統合マーケテイング』 口本経済新聞社
1986年,98ページ｡
















∴ ‥‥‥∴ :言 一 ■' ‥‥
｣_｣_｣_｣_⊥_⊥_｣_｣_｣_｣｣｣｣_⊥_｣_｣_｣_｣_⊥_⊥_⊥_⊥_｣_⊥_⊥_⊥_｣_I_｣_J_｣._⊥_⊥_｣_｣｣_｣_⊥_⊥_｣_｣_｣_｣_｣_｣] ⊥_｣_⊥__｣
27
'96.10'97.1 4 7 10 '98.1 4 7 10 '99.1 4 7 10 '00.1 4 7
























































4.4 86.3 89.54月 881 922 7 6




95.4 114.9 48.49月 735 724 76





























































第3図 イー ジーの ホ ー ムペ ー ジ
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てを ｢情報開示｣するとい う方法である｡ ギフ
















ーは,配送先 と請求先 を逆にし,その上配送 日を誤って しまうという トラブル きっかけに,1999年 4
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第2表 決済手段別受注数
決 済 手 段 受 注 件 数 備
考1998年 1999年 2
000年コンビニ決済 1,461 5,842 4,915
'98年4月導入郵便振替 2,999 542 - つ コンビニ決済に統合
銀行振込 75 78 71
硯金支払 101 42 13電子決済 aCOSIS
97 121 27 '98月6月導入,'00年 4月中止
Hi-HO 37 '98月4月導入,'00年 2月中止
Smash 551 420 212 '97月
5月導入,'00年 7月中止クレジットカード - - 380 '00月3
代金引換 - - 219 '00月6月導入合 計





























































9.27出所 :2000年 8月 1日-11月23口の受注メール (1787件)を
元に作成｡在庫処分に伴 う値下げ情報などが掲載される｡第
4図は,2000年 8月 1日から同年11月23に日までの受注状況を表 してお り













,第 5図の通 り,(∋受注,②与信 ･入金確認,③データ
処理,④ リス ト管理,⑤在庫管理,20) ルデ



















加する｡商品選定が完了し,購入希望商品の注文データを送信すると,｢注文内容確認｣ 画面が表示される｡ 最後 に,商
品のあて先 を記入 し,送信すると,21) Nash,E L DlreClmar











イルサーハ◆ブIJンタ す 日通伝票用 転送










第 7図 ｢販売管理 MASTER｣システムの入力処理画面
33





MASTER｣システム (第 7回)に取 り込む
ことから始まる｡ 電子メールで受信した注文データをマ
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これらの処理が全て完了した段階で,発送日





























































































































いて開発 された ｢販売管理 MASTER｣シス
テムが重要な役割を果たしていた｡
｢販売管理 MASTER｣システムは,第 8
図の通 り,｢通販 MasterJ｢商品 FileJ｢担当
者 FileJ｢コメントFile｣の 4つの DBから




























機能 も強化 されている｡フラット･ファイル ･データ
ベースとは,カー ド型データベースとも呼ばれ, 1枚の
カー ドに必要な情報を全て記載 したカー ドの束を直接コ
ンピュータに記憶させている｡そのため, 1つのレコー
ドには全てのフィールドが含まれ,複数のレコー ドが集




















納 されたデータベースを運用 し,(2願 客や
見込客を知 り,各人を理解 し,(3顧 客各人の欲求を満たすことを通じて (4顧 客各人と





























PR手段 1996 1997 1998 1999 200
0 合計取材 新 聞 8 4
2 4 8 26雑 誌 18 22 17 25 24
106テレビ - -
- 3 3 3広報誌 2 1 3 2 2 8
書 籍 5 3 4 - 3













































































帯)出所 :2000年8月1日～11月29日 (16週間)の受注メール (1701件 を元に作成｡
第10図 曜日別受注状況35002
50201












地 区 県 名 受注数 人口 受注数(件) (千人
) /人口北海道 北海道 541 1
,523 0.355東 北 青 森
96 360 0.267東 北 岩 手 144 31 43
5東 北 宮 城 211 658
0.321東 北 秋 田 149
259 0.575東 北 山 形
118 281 0.420東 北 福 島 242 51 7
4関 東 茨 城 299 812
0.368関 東 栃 木 144 5
32 0.271関 東 群 馬 145
540 0.269関 東 埼 玉 83
7 2.144 0.390関 東 千 葉
743 1,788 0.416関 東 東 京 3,181 3876
821関 東 神奈川 1,622 2,
719 0.597関 東 山 部 105
235 0.447信越 .北陸 新 潟
312 596 0.523信越 .北陸 富 山 15 277
49信越 .北陸 石 川 126 31
9 0.395信越 .北陸 福 井 1
42 206 0.689信越 .北陸 長 野 36 54
63東 海 岐 阜 213 553
0.385東 海 静 岡 666 1,
005 0.663東 海 愛 知 99
1 2,128 0.466東 海 三 重 227 489 4
近 畿 滋 賀 190 370
0.514近 畿 京 都 979
769 1.273近 畿 大 阪 1,510 2,690 0561
近 畿 兵 庫 752 1.515
0.496近 畿 奈 良 156
406 0.384近 畿 和歌 山 127 263 43
中 国 鳥 取 47 140 0.3
36中 国 島 根 129 158 0.8
16中 国 岡 山 218 499
0.437中 国 広 島 322 771
0.418中 国 山 [コ 114
356 0.320四 国 徳 島 72
195 0.369四 国 香 川 8
7 255 0.341四 国 愛 媛 1
68 358 0.469四 国 高 知
128 181 0.707九州 .沖
縄 福 岡 517 1,379 0.375九州 .沖
佐 賀 68 208 0.327九州 .沖縄 長 崎 114 35
9 0.318九州 .沖縄 熊 本 143 442
0.324九州 .沖縄 大 分 1
82 282 0.645九州 .沖縄 宮 崎 3 71 306
九州 .沖縄 鹿児島 108
401 0.269九州 .沖縄 沖 縄
57 371 0.154全 体 18,039 35.27 51
1ti去:対象期間 :1998年 1月～2000年 9月
(33ケ月)｡受注デー タ (1万8210件) か
ら都道府県の不明な171件 を除外 した｡人口は,インター ネット利用者層を考慮し,1998年1
























ャツの仕入の優遇条件を獲得したり,配送費用に対 しても,97年 2月 (380円-350
円),98年夏 (-300円),99年 5月 (
-280円)と段階的に3回の宅配業者と
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第11図 新規顧客からリピーターへの推移




454 103 78 39'99Ⅲ
934 156 132 136 108'99Ⅱ
1,364 243 143 157 157 92'99Ⅰ
605 145 58 61 71 52 36'98Ⅳ
615 94 100 57 68 39 42 35'98Ⅲ
957 125 83 133 99 52 49 72 51'98Ⅲ 99
8 184 89 78 117 79 48 49 72 45'98Ⅰ 796 166 09 10



















段階に近づいている｡売上高 5千万円未満の織物 ･衣服 ･身
の回り品小売業の財務諸表を基準値としてイージーの衣
料品部門と比較する35)｡財務比較における第35) 基準値
として,下記データより売上高 5千万円未満の織物 ･衣服 ･身の
lロIり品小売業 (対象企業数427件)を選択した
電子商取引における極小資本の高回転経営
第5表 イージーの財務諸表 (単位 :千円)
年度別科目 第1期 第2期 第3期 第4期自fI9.02.18 自fI9.09.01 自H10.09.01 自H1
1.09.01至H9.08.31 至H10.08.31 至H11.08.31 至H12 83
1貸借対照表【資産の部】流動資産当座資産 ll,428
8,330 6,913 6,024(現
金預金) 3,447 124 293 475(売上債権 289 1,255 2,502 2,54
0たな卸資産 5,132 6,884 4,067
2,975その他流動資産固定資産有形固定資産 0 67 51 342,271
2,856 2,278 1,573無
形固定資産 .投資 703 703 703 703Ⅲ繰延資産 277 8
28 441 331総資産【負債の部】流動負債 14,678 12,717 10,335 8,6
3010,708 12,624 9,879 6,013(買入債務) 3010 1969 1621
2,236(短期借入金)割引手形)預 り金) 7,209 10,376 7,969 1897 122
132 258固定負債 .引当金 6,160 13,136 10,064
6,992(長期借入金) 6,160 13,13
6 10,064 6,992総負債【資本の部】資本 16,868 25,760 9943 13005-2190 -1
3,044 -9,609 -4,375(資本金) 3,0
00 3,000 31000 3,000(剰余金) -5,19 -16 44 -12,69 -7375
損益計算書純売上高 15,787 31,911
47,286 59,210売上原価 9,696 18
,981 23,304 25,071売上総利益 6,092 12 30
23,983 34,138販売費 .一般管理費 ll,249 23,651 0
,173 29,345(役員報酬) 1,800 4,350 3
600 5,400(役員外販管人件費
) 2,840-5157 8,520 4
,180 7,550(原価償却費) 350 08
829営業利益 -1071 3,809 4,7
94営業外収益 32 214 7 71
2(受取利息.配当金) 3 4 3営業外費用 65
347 381 272(支払利息割引料) 65
47 380 272経常利益 -5,190 -10,853 3
,435 5,234当期利益 -5,190 -10,853 3
キャ
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第6表 織物 ･衣服 ･身の回 り品小売業 とイージーの財務比較 (単位 :千円)
小売業 (有)イージ
ー(売上高 5千万円未満)企業平均 構成比 第 4期 (Hll.09.01-H12.08.31)全体 構成比 衣
料品 構成比貸借
対照表【資産の部】流動資産 22,346 62.3%
6,024 69.8%当座資産 10,270 2
8.6% 3,015 34.9%(現金預金)
5,135 14.3% 475 5.5%(売上債権)
5,048 14.1% 2,540 29.4%たな卸資産 104 29 975 345
その他流動資産 1,627 4.5% 34 0.4%
固定資産 13,477 37.6% 2.276 26.4
%有形固定資産 10,209 28.5% 1,57
3 18.2%無形固定資産 .投資 3
,268 9.1% 703 8.1%繰延資産 47 0 331 38総資産【負債の部】流動負債 35870 10 0ll43 319 8,60 100
.0%6,013 697(買入債務) 3,647 1
0.2% 2,236 25.9%(短
期借入金) 4,911 13.7% 2,218 25.7%(
割引手形) 48 0.1% 0 0.0%固定負債 .引当金 15,69 436 6,992 81(
長期借入金)【資本の部】資本 ll,145 31.1%8779 245 6,992 81.0%0 0
%(資本金)
5,823 16.2% 3,000 34.8%(剰余金) 2955 8 -
7,375 -85.4%損益計算書純売上高 30,955 100
.0% 59,210 100.0% 49,144 100.0%売上原価 16,
846 54.4% 25,071 42.3% 25,071 51.0%売上総利益 14,
109 45.6% 34,138 57.7% 24,073 49.0%販売費.一般管理費 13,954 1 29345 496 6661 54
.3%(役員報酬) 4,948 16.0% 5,400 9.
1% 3,600 7.3%(役員外販管人件費) 2,299 7.4
% 7,550 12.8% 7,550 15.4%(原価償却費) 526 1.7 829 14 829 17
営業利益 154 0.5% 4,794 8.1% -2,5
89 -5.3%営業外収益 1,187 3.8% 712 1.2%
712 1.4%(受取利益.配当金) 42 0 .】% 2 0.
0% 2 0.0%営業外費用 477 1.5%
272 0.5% 272 0.6%(支払利息割引料) 365 1.2%
経常利益 864 2.8% 5,234 8.8% -
2,148 -4.4%特別損益 166 0.5%
0 0.0% 0 0.0%税引前当期利益 1,031 3.3% 5,234 88 -2,1
48 -4.4%比率分析等 分析値 分析値 分析値総資
本lE]1転率 (DJ) 0.9 6.9 5.7売上高総利益率 (%) 456 577 4
9.0売上高営業利益率 (%) 0.
5 8.1 -5.3売上高経常利益率 (%) 2.8 8 4
.4一人当 り売上高 (千円) 10,188 19,737
16,381一人当 り人件費 (千円) 2,424 4,317 3






1年 12年投資 ハードウエアソフト 1,666 585
551 589 124経費 送 料 1,035 1,404 1,778 2,781通 信 費
472 1,075 942 1,087支払手数料 536 251 1,229 .7
39合 計 3,708 4,866 4,5




























に留める-36) 新井清光 『現代会計学 第四版』中央経済
社,1998年,249-261ページ｡ 43要因となっている｡



















































開されている｡ また,電子 DM による販売促
進も試みられている｡ そうしたインターネット
における取組みと並行し,インターネットの商
用化初期に参入したことによる先行者利得とし
て,消費者の認知度の向上に,パブリシティを
最大限に活用 してきた｡このような岸本氏の
第28号 (2004.4)
｢商人の才覚｣のもとで実践される日々のマー
ケテイング努力よってもたらされる売上増加に
対応していくには,効率的なフルフィルメント
の確立が必要条件となっていた｡イージーの場
合,社内での処理とアウトソーシングされた機
能が DBを介 して有機的に統合され,また,
社内のデータ処理や梱包などの業務では集中化
のメリットが享受されており,少人数で遂行可
能な簡素で合理的なフルフィルメントが確立さ
れていた｡
以上の通り,電子商取引市場においては,小
規模資本であってもニッチャーとしてコアとな
る商品に特化し,高い回転率を達成することに
よって,一定規模の商業経常が成立し得ること
をイージーの事例は示唆している｡このような
イージー型ビジネスは ｢極小資本高回転経営｣
モデルとして特徴付けることができ,また,小
規模企業の有力な経営形態の1モデルとして位
置付けられるだろう｡
